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（作品審査結果の要旨） 
 
 有志八幡講十八箇院所蔵「阿弥陀聖衆来迎図」の彩色技法を研究し復元模写を行った。オリジナルの
作品は現存最古で最大の阿弥陀如来図である。特に尊像は、肉親を金泥、着衣を金泥地に截金文様で表
すという「皆金色」と呼ばれる手法で描かれている特徴がある。しかしながら現状は、本尊、頭光、身
光、連弁いずれも茶褐色に変色しているため制作当初の姿を想像することができず、その意味合いや効
果を考察することが不可能であった。その意味では今回の復元模写の意味は大きいものがある。再現に
あたっては、三幅一対をなす大画面であり多くの障害はあったが、上手くその困難を乗り越え制作にあ
たった。特に悉皆金色表現においては、裏箔と表彩色を併用した特殊な彩色であったため、作家として
の経験を生かしながら画期的な表現を的確に捉えて仕上げていった。その結果阿弥陀如来が、裏箔や截
金の反射により浮かび上がるような効果が確認できた。今後この復元模写作品が阿弥陀来迎図の研究に
大いに役立つものと期待できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、有志八幡講十八箇院所蔵国宝「阿弥陀聖衆来迎図」の本尊部分の彩色技法を解明すること
に挑んだ研究である。原本の入念な観察と科学分析を踏まえて客観性に充分配慮した技法の推定を行い、
想定復元模写として提示した。想定復元模写は、巨大さにおいても有名な本図を同寸同質で描き上げて
いる。先進的な調査手法で得られた貴重ながらも断片的な情報を統合し、全体像を描くことを通して検
証した本研究は、今後の仏画研究に大いに寄与できるものと考える。特に高さ２ｍ超×幅４ｍ超の絹本
仏画を独力で描き上げた申請者の意欲と画家としての力量は極めて高く評価できる。 
 
 
